
薩
摩
園
揖
宿
郡
指
宿
村
土
器
包
含
層
調
査
報
告

文
皐
博
士

演

国

耕

作

一
、
調
査

の

次

第

大
正
七
年
一
月
私
は
宮
崎
牒
へ
出
張
し
た
序
仁
、
鹿
児
島
牒
へ
立
も
寄

R
是

よ

り

先

き

文

事

博

士

喜

田

貞

吉

君

か

ら

注

意

せ

ら

れ

た

薩

摩

園

揖

宿

郡

指

宿

村

の

土

器

包

合

屠

を

調

査

す

る

機

曾

を

得

た

。

此

慮

は

巳

に

山

崎

五

十

麿

君

が

踏

査

を

せ

ら

れ
て
、
上
下
二
層
じ
異
種
の
土
器
を
包
蔵
し
て
ゐ
る
こ
さ
が
明
か
さ
な
り
、
鈴

程

面

白

い

性

質

の

遺

跡

で

あ

る

こ

さ

が

想

像

せ

ら

れ

て

居

た

4
園
時
山
崎
君
は
会
務
差
支
の
鴻
め
‘
親
し
く
私

達
を
東
道
せ
ら
れ
る
こ
さ
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
牒
麗
か
ら
牒
麗
竹
下
盛
宣
君
が
態
々
同
行
せ
ら
れ
た
の
で
‘

幸
に
其
の
遺
跡
を
調
査
し
、
多
少
の
脅
掘
を
試
み
る
こ
さ
が
出
来
た
。
併
し
放
謹
の
都
合
で
、
僅
に
竿
日
し
か
同

地
仁
費
す
こ
さ
が
出
来
な
か
っ
た
の
を
残
念
に
思
っ
て
居
化
。

越

b
て

大

正

八

年

四

月

再

び

紅

は

鹿

児

島

牒

へ

族

行

す

る

の
機

曾

を

得

た

の
で
、
今
度
は
山
崎

君

の

同

行

を
煩
は
し
、
東
北
帝
国
大
串
致
授
醤
皐
博
士
長
谷
部
言
人
君
さ
共
に
、
復
た
此
の
遺
跡
を
踏
査
す
る
こ
芝
、
な

っ
た
。
此
の
時
は
考
古
事
数
窒
員
島
田
貞
彦
、
榊
原
政
職
雨
君
も
一
行
に
加
っ
て
、
前
回
よ
り
は
精
々
精
密
な
調

査
を
行
ひ
、
多
く
の
費
料
を
採
集
す
る
こ
さ
が
出
来
た
。
爾
来

二

閤

年

末

だ

其

の

結

果

を

報

告

す

る

蓮

ぴ

仁

歪

薩
臨
時
世
間
宿
土
器
包
含
魅
調
査
報
告

九



調

査

の

~ 

第

。

ら
な
か
っ
た
が
、
土
器
問
題
の
漸
く
皐
界
の
注
意
を
惹
く
じ
つ
れ
て
、
此
の
遺
跡
の
意
義
が
盆
々
重
要
を
加
へ

て
来
た
の
芝
、
丁
度
同
園
出
水
貝
塚
の
調
査
報
告
を
費
表
す
る

序

仁
、
之
を
会
に
す
る
こ
さ
仁
し
た
。

【
誌
】
(

1

)

山
崎
五
十
勝
君
の
寸
ア
イ
ヌ
式
調
珊
生
式
土
器
及
石
器
等
や
包
含
す

る
遺
跡
」
主
題
す
る
報
道
、
考
古
感
雑
誌
第
八
巻
第
七
務
棄
報
欄
に

あ
り
、
木
遺
跡
後
日
比
の
次
第
た
知
る
傑
が
あ
る
か
ら
次
に
抄
詑

L

ょ
う
。
「
鹿
児
島
田
肺
揖
宿
郡
指
宿
村
大
字
十
二
町
字
下
里
に
、
ア
イ

ヌ
式
嫡
生
式
、
・
少
許
の
議
愛
式
土
器
及
石
器
等
私
混
出
向
す
る
包
含

地
わ
り
。
同
包
含
地
の
焚
見
口
、

一
昨
年
指
宿
村
出
身
の
版
下
志

布
志
中
努
校
生
徒
西
牟
岡
菜
、
同
村
字
丈
六
附
近
に
て
拾
び
れ
る

土
器
や
該
中
畢
校
に
持
参
し
れ
る
も
の
な
る
が
、
昨
夏
喜
田
博
士

同
校
の
遺
物
や
調
査
ぜ
ら
れ
し
折
・
右
指
宿
村
出
土
の
遺
物
た
見

二
、
遺

跡

の

地

形

ら
れ
、
同
月
来
賓
の
折
、
業
の
話
込
ぜ
ら
れ
、
余
に
該
遺
跡
の
所

在
及
雨
式
混
出
す
る
事
賓
の
調
査
方
や
托
ぜ
ら
れ
し
に
依
リ
、
昨

年
九
月
間
地
に
肉
び
、
遺
跡
の
所
在
や
前
記
丈
六
に
捜
ぜ
し
も
見

常
ら
?
、
漸
〈
同
村
下
里
に
後
見

L
、
調
査
し
れ
る
に
、
混
尚
の

事
阜県
か
確
め
得
れ
る
・
次
第
な
り
」
。
云
々

(

2

)

官
私
達
の
調
査
以
前
に
山
崎
君
の
誠
査
は
前
市
恨
の
通
り
で
あ
る
が
、

此
の
外
、
喜
田
博
士
も
大
正
六
年
月
同
地
か
踏
査
ぜ
ら
れ
、
東
京

帝
園
大
事
理
事
部
人
類
畢
教
室
の
松
村
瞭
君
も
亦
れ
同
年
山
崎
氏

蒐
集
の
遺
物
や
見
其
の
賞
地
や
脱
察
ぜ
ら
れ
れ
c

〔
圃
版
第
二
O

|
第
二
四
〕

ク

ダ

リ

此

の

土

掠

包

合

屠

の

所

在

地

は

揖

宿

郡

指

宿

村

大

字

十

二

町

字

下

里

に

麗

し

、

摺

ケ

演

温

泉

場

の

西

南

敷

町
、
字
丈
六
の
地

F
境
を
接
し
て
ゐ
る
。

此
の
薩
南
竿
島
の
地
は
、
丁
度
伊
太
利
ナ
ポ
リ
附
近
フ

ラ
グ
ラ

エ
の
野
仁
酷
似
し
、
大
小
の
火
山
が
群
集
し
、

な
ほ
噴
煙
を
棚
曳
か
せ
、
宛
然

グ

ス

グ

イ

叉
た
温
泉
が
各
慮
に
涌
出
し
て
ゐ
る
。
宇
島

の

南
端

仁

は

彼

の

開

聞
獄

が

美

し

い

固

錐

形

の

委

を

現

は

し

、今

オ
の
趣
を
呈
し
て
ゐ
る
.
又
た
此
の
指
宿
村
の
西
方
仁
は
、
巳
に
死

滅
し
た
火
山
の
噴
火
孔
に
、
水
を
湛
ね
た
鰻
池
の
湖
が
近
く
存
在
し
、
附
近
に
は
硫
黄
熱
湯
な
ざ
を
涌

出

す

る



鰻
温
泉
場
が
あ
り
、
叉
た
マ

1

Y
式

噴

火

孔

の

名

獲

さ

し

て

鰻

池

の

北

西

に

池

底

噴

火

孔

さ

云

ふ

の

が

あ

り

.

(陵
地
測
量
部
二
十
帯
雨
分
ノ

一
地
形
間
分
載
)

山

川

潜

の

如

き

も

亦

た

噴

火

孔

の

崩

壊

し

て

出

来

た

も

の

か

さ

思

は

れ

る

。

其

の

外

鷲

尾

獄

、
辻
之
獄
な
ざ
皆
な

火

山

作

用

で

出

来

た

も

の

で
あ
る
。
此
等
は
恰
も
ア
グ
エ

U
F

ノ
湖
、
ヌ
オ
グ

薩

オ
山
、
す

Y

フ
ヲ
タ

1
-フ
噴

火

孔

な

ど

の

錯

綜

し

て

ゐ

る

の

さ

同

じ

有

様

で

あ

る

。

際£ド

此

等

の

火

山

は

輝

石

安

山

岩

か

ら

形

成

せ

島南

ら

れ

て
居
り
、
其

の

麓

は

噴

出

の

火

山

灰

の

屠

部

か

ら

出

来

て

ゐ

る

の而

し

て

土

器

包

合

層

は

郎

地

も

此

の
火

山

灰

層

の
低

い

牽

地

に

在
る
。
恐
く

形闘

宜
(
の
灰
層
の
下
部
は
鰻
池
火
山
の
噴
出
に
よ

っ
て

出
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
上
層

の

薄

い

部

分

は
、
開
閉
識

の

比

較

的

新

し

い

時

代

の

噴

出

仁

よ

っ

て

形

成

せ

ら

れ

た

も

の

さ

思

は

れ

e
Q

。

露
で
あ
る
か
ら
、
水
流
の
作
用
に
よ
っ
て
容
易
じ
浸
蝕
せ
ら
れ
て
、
渓
谷
を
作
る
の
で
あ
る
.
そ

こ
で

此

の

鰻

池

此

の

火

山

灰

層

は

地

質

が

頗

る

柔

か

く

組

薩
摩
出
向
宿
土
器
包
含
屠
調
査
報
告



遺

跡

の

地

形

亮
火
山
の
山
麓
の
憂
地
仁
は
，
幾
本
さ
な
{
細
い
渓
谷
が
出
来
て
海
に
向
つ
て
ゐ
る
が
.
何
れ
も
多

量
の

降

雨

の
あ
る
場
合
の
外
は
.
水
は
灰
層
中
に
既
牧
せ
ら
れ
て
乾
燥
し
、
深
谷
は
同
時
に
稜
い
歩
道
の
役
に
立
っ
て

b

る
。
此
の
下
里
の
土
器
包
合
暦
は
却
も
此
の
渓
谷
の

自
然
の
費
掘
縦
穴
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

つ
の
断
崖
じ
よ
っ
て
費
見
せ
ら
れ
、
此

の
長

い

断

崖

は

此
の
下
里
の
渓
谷
は
長
さ
敷
町
に
亘
っ
て
ゐ
る
(
輝
石
安
山
岩
の
界
か
ら
沖
積
層
の
低
地
に
至
る
)。最
ち
狭

い
慮
は
幅
一
二
間
し
か
無
い
が
、
段
々
崩
壊
し
て
六
七
問
の
庚
き
を
一
有
し

て
ゐ

る
地
勃
も
ゐ
る
。
高
さ
は
某
の

南

端

の
最
も
深
い
蕗
で
二
十
尺
位
、
段
々
低
く
な
っ
て
ゐ
る
が
、
程
遠
-の
調
査
し
た

土

器

包

合

屠

は

此

の

渓

谷

中
.
隔
の
最
も
庚
く
な
っ
て
ゐ
る
地
貼
で
、
高
さ
川
底
よ
り
約
十
五
尽
を
有
し
て
~ぬ

る
慮
で
あ
る
。

此
の
不
思
議
な
地
形
、
珍
ら
し
い
事
情
に
よ
っ
て
、
我
々
は
坐
な
が
ら
に
し

て
、
深
〈
断
層
の
閉
じ
人
類
の
建

し

た

遺

物

の

層

序

的

存

在

肢

態

を

明

に

す

る

こ

さ

が

出

来

た

の

で

あ

る

。

【註】
(

l

)

抽
唱
「
賞
一
議
査
所
後
行
地
質
園
加
世
間
画
幅
、
及
加
世
図
画
幅
地
質
説

明
書
〈
弁
上
稽
之
助
氏
)
に
悼
撮
る
。

(
こ
)
開
問
織
の
噴
火
に
闘
L
て
、
加
世
図
闘
幅
地
質
説
明
容
に
奉
げ
れ

る
も
の
友
の
通
り
で
あ
る
。

「
懸
徳
天
皇
御
字
、
薩
摩
闘
関
岡
山
漏
出
(
紳
代
占
星
術
詑
)

長
行
天
皇
十
年
、
庚
寅
各
十
月
三
日
夜
、
国
土
震
動
風
雷
鼓
波
、

而
開
関
山
忽
漏
出
(
問
問
一
計
縁
起
)

良
観
十
六
年
、
七
月
二
目
、
開
問
紳
/
山
頂

-7火
ア
リ
、
灰
砂
ヲ

降
ス
コ
ト
雨
/
刻
夕
、
撃
百
品
開
里
--
M
M
ユ
(
一二
代
貸
縫
)-

此
の
う
ち
前
二
者
は
信
用
す
畠
こ
さ
が
出
来
な
い
か
ら
、

最
後
の

も
の
に
就
き
て
、
三
代
貧
鋒
認
す
る
所
為
拳
げ
て
見
ょ
う
。

秋
七
月
丁
亥
朔
、
二
日
戊
子
、地
復
、
大
宰
府
昔一倍
、
藤
康
幽
従
四
位
上

開
問
紳
山
頂
、
有
ν
火
白
焼
、
煙
草
鼎
満
ν
天
灰
沙
知
ν
雨
、
震
動
之
臨
耳
、

聞
こ
百
品
開
里
、
-
近
ν
社
百
品m
-震
恐
失
ν
精
、
求
ν
之
草
雪
組
‘
神
頗
--
封

戸
、
及
汚
ニ
様
紳
従
、
一
例
成
一一
此
山
祭
、

b
t
T一雪
子
戸
甲
紅
符
袖



三
、
議

掘

の

地

黒占

〔
園
版
第
二

O
l第
二
四
〕

我
々
の
費
掘
調
い
査
し
た
地
鮎
は
前
仁
も
遮

ぺ
た

遇

、り
、
下
里
の
村
落
仁
向

っ
て

疏

れ

る

渓

流

の
幅

の
最
も

庚
〈
な
っ
た
地
黙
で
あ
る
が
、
大
正
七
年
一
月
及
八
年
四
月

の
雨

度

さ

も

此

の
地
賠
を
中
心
ざ
し
て
、
深
谷

の

上
下
仁
亘
っ
て
調
査
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
今
ま
一
括
し
て

其

の
結
果
を
遮

ぺ
る

こ

さ

、

す

る
。

υい
B
地

貼

は

渓

谷

の

幅

が
約

七

閉

じ

遣

し

新

に

業

の

南

岸

仁

崩

壊

を

生

じ

た
矯
め
、
其

の
堆

土

が
河
底

面
に
集
積
し
て
ゐ
る
。
此
の
新
し
い
崩
壊
は
、
新
し
い
断
層
面
を
現
出
し
、
丁
度
樹
木

の
生

じ

て

ゐ

る

鹿

附

近

仁

頴
著
な
る
土
器
包
合
層
、
或
は
土
器
の
「
デ
ポ
ッ
ト
)
を
露
出
し
た
の
で
あ
る
.
我
々
は
先
づ
此
の
部
分
を
調
査
し

ア
』
・

中
J

此
の
地
鮎
は
畠
地
の
表
面
か
ら
川
底
の
面
ま
で
約
十
五
尺
あ
る
。
先
づ
地

表

か

ら

下

一

尺

五

寸

程

は

有

機

質

を

多

少

合

ん

だ

灰

層

で

あ

る

。業

の

衣

に

約

一
尺

の

稿

々

堅

い
黒

色

の
火

山

灰

の
泥

流
(
B
U
宣
言
P
)

が
あ
る
.

此

の

泥

流

磐

の

下

部

じ

は

植

物

の

葉

の

化

石

吉

小

さ

い

貝

殻

が

火

山

灰

砂

の

聞

に

少

し

存

在

し

て

ゐ

花
。以

上

の

二

層

に

は

何

等

人

類

の
古
レ
遺
物
を
認
め
な
い
。

究
仁
厚
い
火
山
双
屠
が
川
底
面
ま
で
現
は
れ
て
ゐ
る
。
色
は

黒

褐
色

で

多

少

慮
々

色

を

異

に
し

た

蕗

も

あ

る
が
、
大
穂
に
於
い
て
同
一
質
の
屠
ざ
し
て
見
る
可
き
も
の
で
あ

っ
て
、
之
を
細
か

じ
分
つ
こ
ぜ
は
出
来
な
い
.

此

の

茨
コ暦

の

上

か

ら

約

三

尺

の

閉

じ

土

器

が
密
集
し
て
ゐ
る
。
是
は
素
焼
紅
禍
色

の
土

器

で

殊

仁

土

器

の
底

さ

高

坪

の

脚

が

多

い
@稀

に

は

完

形

仁

近

い

も

の

も

あ

る

け

れ

ざ
も
、
多
数
は
破
片
の
朕
態
に
於

い
て

存

在

す

る
、
丹
を
以
て
塗
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
時
に
は
幾
何
皐
的
紋
様

を

施

じ

た

も

の

も
あ
る
。
併
し

素
紋

の

も

薩
摩
捧
宿
土
器
包
含
暦
調
査
報
告

一一一→ 



安

掘

の

地

動

四

の

が

普

通

で

あ

っ

て

、

所

謂

蒲

生

式

土

器

さ

帯

す

る

も

の

、

系

統

に

属

す

る

も
の
で

あ
る
。
斯

の
如

く

累

々

さ

し
て
相
重
な
り
・
相
接
す
る
状
態
か
ら
考

へ
る
芝
、
何
等
か

の

理

由

じ

よ

っ
て
故
意

に

此

の
地

貼

に
集
中

せ

ら

れ

た

も

の

さ
思
は
れ
る
。
叉
た
此
の
種
類

の
土

器

さ

交

っ

て

極

く

少

量

の

鼠

色

の
堅

い

陶

質

の
土
器
‘
郎

も

蹴

部

土

器

の

破

片

が

混

在

し

て

ゐ

る

こ

さ

は

頗

る

注

意

す

可

き

事

買

で
あ

る。

(国
式
塞
照
)

B
地

勤

暦

序

並

遺

物

包

合

闘

式

地

黒 O尺

色褐 及 山 火 -1 

黒
磐 流 f 泥 -2 色

黒 火 税 繍 -3 

少部 家生
褐 山 式 4 

量、d 土 ;盛土
、~

色 及 器 器 ト5

-6 
同 火

-7 

ru 
-8 I 

上 双

(量生少) 器土王号線曲

-11 
才市 火

-12 

黄 山 ト13

色 lfi.. -14 

15 

i
 
l
 

E

，，J
 

表

底

我

々

は

此

の

土

器

群

の
壷

き

た
下
方
を
更
仁
深
く
・
下
位

の
双

屠

じ

接

掘

を

つ

づ
け
、
此

の
地

黙

に

於

レ

て

如

何

な

る

種

類

の

土

器

が
暦
序
的
に
存
在
す
る
か
を
究
め
様
ざ
し
た
。
併
し
此

の
地

黙

仁

於

い

て

は

生

惜

下



唐

に

は

多

く

の
土

器

を

包

寂

し

て

居

ら

な

か

っ
た
が
、
な
ほ
地
表
下
約
十
尺

の
深
位
に
於
い
て
、
少
許
の
土
器

破
片
を
獲
わ
ん
。
其
の
色
は
前
遁
上
層
土
器
さ
同
じ
で
あ
る
が
、
其

の
質
は
精
々

違
っ
て

居
り
、
間
々
曲
線
的
紋
様

一
か
施
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
是
は
摘
生
式
土
器
さ
は
別
類
じ
麗
す
る
純
正
石
器
時
代
の
土
器
、
所
謂
「貝
塚
土
器
」
(
俗

に
ア
イ
ヌ
式
土
器
)
さ
耕
せ
ら
れ
る
も

の

で
あ
る
。
(
調
峨
ゆ
)
斯

の
如

く

不

充

分

な

が
ら

此

の
地
賠
仁
於
い
て
、
我

々
は
上
層
下
層
相
異
っ
た
土
器
が
存
在
す
る
事
質
を
肯
定
す
る
こ
さ
を
得
た
。

吋

ト

ル

恥

併

し

此

の

唐

位

的

土

器

の

相

違

は
、
他
の
地
黙
に
於
け
る
費
見
を
以
て
之
を
補

謹

す

る
こ

さ

が
出
来
る
。卸

も

此

の

B
地
結
か
ら
上
流
約
七
十
開
業
の
封
岸
に
於
け
る
C
地
黙
は
、
深
谷

の

幅

が

著

し

く

狭

く
な
り
、
深
さ
は
増
し
て
約
十
八
尺
ざ
な
っ
て
ゐ
る
が
、
地
表
下
約
六
尺
乃
至
九
尺
の
位
置
仁
於
い
て
、
B
地
結

下

屠

か

ら

費

見

し

た

さ

同

様

の

曲

線

紋

の

あ
る

土
器
を
採
集
し
た
。
而
し
て
此

の
唐
位
は

之

を

延

長

す
る
さ
、

B
地
結
の
下

唐

土

器

援

見

の

位

置

さ

略

ぽ

相

営

す

る

の

で

あ
る
。
但

し

此

の

C
地

貼

に

於

い

て
は

上

屠

仁

於

い
て
土
器
の
存
在
を
後
見
し
得
な
か
っ
た
。

A
E
地

貼

又

た

衣

じ

B
地

黙

の

下

流

約

三
十

聞

に

あ

る

E
地

黙

に

於

い

て
は
、
地
表
下

五
尺
の
虞
に
。
捕

生
式
の
土
器
の
挟
在
す
る
の
を
認
め
村
製
石
斧
を
も
接
見
し
た
。
(
調
誠
司
)
併

し
下

層

土

器

は

此

の
地

黙

で

は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

い
A

地

勅

E
地
勅
の
封
岸
仁
営
る
A
地
貼
じ
於
い
て
は
、
上
屠
じ
は
土
器
を
接
見
し
な
か

っ
た
が
、
地
表

下
約
十
尺
の
遁
で
、
稿
々
多
量
の
貝
塚
式
曲
線
紋
の
土
器
破
片
を
義
見
し
た
。
(
澗
語
一
一一一一

)
そ
れ
は
疑
も
な
く

構

に
遮
ぺ
た

B
地
貼
の
下
唐
土
器
接
見
位
置
仁
相
営
す
る
屠
序
深
位
で
あ
る
。

ホ

G
地

姑

北
岸
の

G
地
貼
に
は
、
地
表
下
約
三
尺
泥
流
磐
下
に

貝
殻
の

集

積

を

見
た
。併

し

土

器

其

他

の

薩
摩
揖
宿
土
器
包
含
暦
調
査
報
告

五



事を

掘

の

地

動

一六

遺
物
を
件
は
な
い
の
で
、
業
の
考
古
皐
的
性
質
を
明
か
じ
す
る
こ
さ
が
出
来
な
か
っ
た
が
ま
(
の
層
位
か
ら
見

て
、
上
層
土
器
さ
同
じ
時
代
で
営
時
の
人
類
の
遺
棄
し
た
も
の
さ
認
め
る
ニ
さ
が
出
来
る
。
翁
認
ゆ
)

今
ま
以
上
各
地
貼
じ
於
け
る
遺
物
接
見
の
結
果
を
明
瞭
に
す
る
矯
め
、
左
仁
圃
式
仏
国
以
て
之
を
示
き
う
。

E !υ! A I B I 0 

地 i地地 |地|地
動 ;貼 l 貼|結|勤ー

一一一一!一一一一|一一一一|一一一一10
I尺

一一一 |一一一|一一一 l一一一|一一一13

(
曲
線
式
)

lzlziEiEl15 

i，ii，1禰
訴|生
訓式
石目)

0
0
0
0
(

貝
殻
)

. 

右
岸

以
上
の
諸
地
軸
の
調
査
の
結
果
は
、
山
崎
君
の
報
告
せ
ら
れ
た
通
り
、
上
層
郎
も
地
下
約
四
五
尺
の
慮
に
は

捕
生
式
土
器
い
か
少
許
の
祝
部
土
器
を
交

へ
て
存
在
し
、
其
の
上
仁
泥
流
層
が
存
在
す
る
。
而
し
て
下
層
郎
地
表

あ
る
。

下

約

十

尺

の

慮

あ

た

ち

仁

、

貝

塚

式

曲

線

模

様

の

土

器

が

接

見

せ

ら

る

、

事

買

は

疑

ふ

可

か

ら

ざ

る

ニ

E

で



QS， リ〉

第

三

岡

.~ 

指
宿
後
見
上
屠
(
捕
生
式
)
土
探
岡

(
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υ
)

てムr
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Fig. ::. The lllyois!Jiki Pottery founu at Ihusuki. 

(
器
の
右
上
迭
に
附
ぜ
ろ
呑
協
は
附
版
の
さ
一
致
し
、
下
迭
の
蒋
競
は
旧
来
性
地
問
銑
に
山
で
わ
ト
ろ
も
の
に
係
ろ
)



四
、
上

層

土

器

〔
園
版
第
二
五

l
第
三
O
〕

前
仁
遮
ぺ
わ
い
様
仁
此
の
指
宿
の
遺
跡
か
ら
は
、
上
層
下
層
別
々
の
土
器
が
後
見
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
上
層
の

も
の
は
、
素
焼
結
色
の
所
謂
捕
生
式
系
統
の
も
の
が
多
数
で
あ
る
が
.
併
し
少
数
の
鼠
色
の
陶
質
の
蹴
部
土
器

も
接
見
せ

ら

れ

る
の
で
あ
る
。

付
B

地
酷
か
ら
蒲
生
式
土
器

類

さ
共
に
混

在
し

て
数
個

の
班
部

土

器

の

破

片

を

後

見

し

た。

(羽
一
環
)
其
の
或

者
は
茎
坪
の
破
片
で
あ
り
、
他
の
も
の
は
長
頭
壷
の
頭
部
ら
し
く
見
ね
る
。
此

等

は

其

の

手

法

仁

於

い

て

形

式

に
於
い
て
、
畿
内
地
方
は
し
め
日
本
全
国
各
地
の
古
墳
な
ざ
か

ら
出
る

も

の
さ
全

然

同

一

で

あ
っ
て
、
業
閉
じ

何

等

の

差

異

を

見

出

す

こ

さ
が

出

来

な

い
。ぞ

れ

が

捕

生

式

土
器
の

多

数

さ

共

に

存

在

す

る
さ
云
ふ
事
質
は

頗
る
重
要
な
る
こ
さ
、
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
捕
生
式
土
器
系
統
の
も
の
は
、
尾
張
熱
眠
、
日
向
清
動
な
ず
か

ら

接

見

せ

ら

れ

た

も

の

さ

頗

る
よ
く
似
て
ゐ

る
。
其
の
色
の
著
し
く
紅
色
を
呈
し
て
ゐ

る
の
は
、
火

山

灰

中

に

あ

っ

て

熱

を

受

け
た

矯

め

で

あ
ろ
う
。
其
の
形

式

の

上

か

ら

最

も

多

い

も

の
は

高
杯
で
、
底
部

の
尖

っ

た

壷
類
、
業
の

外
三
四

の
異
っ

た

形

の

も

の

も

接

見

せ

ら
れ
た
。
今
ま
其
め
形
式
に
従

っ
て

之

を

設

明

し

よ

う
e

イ

高

杯

完

形

の

も

の

は

得

な

か

っ

た

が

、

其

の

脚

部

の

細

く

固

筒

形

の

も

の

さ
、太

く

て

下

部

の

庚

が

っ

た
も
の
さ
の
二
種
類
が
あ
り
・
探
部
じ
は
椀
形
の
深
い
も
の
も
存
在
し
て
居
っ
た
。
(
咽
城
崎
)
業

の
形
の

細

か

な

匝
別
は
土
器
圃
(
鵬
一
一
一
)
に
於
い
て
示
し
て
あ
る
か
ら
‘
一
々
説
明
す
る
煩
を

避
け
る
。た

r議
に

注

意

す

可

き

薩
摩
揖
宿
土
器
包
含
隠
居
謝
査
報
告

七



上

暦

土

務

人

こ
さ
は
、
高
杯

の
坪
部
が
破
損
し
わ
い
後
、
そ
こ
に
加
工
を
し

て
固
形
を
呈

せ
し

め
た
も
の
が
二

例

あ
る

、』
さ
で

あ
る
布
市
時
二
)
。
是
は
如
何
な
る
目
的
仁
出
で
た
も
の
か
分
ら
な
い
が
単
に
玩
弄
的
遊
戯
的
の
意
義
さ
は
見
ら

れ
な
い
。
又
た
細
い
固
筒
形
の
脚
を
有
し
て
ゐ
る
高
杯
に
は
紅
殻
を
塗
っ
て
あ
る
仁
反
し
て
、太

い
脚

の
も

の

に
は
塗
つ
て
な
い
こ
さ
は
、
業
の
質
料
に
於
い
て
も
、
前
者
が
精
練
し
た
粘
土
で
あ

る

に
反

し
て
、後
・者

は

砂

交

り
の
粗
霧
な
も

の
で
あ
る
こ
さ
、
共
に
、
頗
る

注
意
を
要
す

る
事
貫
で
あ
る
。

ロ

壷

類

是

れ

亦

た

完

形

仁

近

い

も

の
は
無
く
、
厚
さ

の
開

係

か

ら

底

部

の
保
存

せ
ら
れ
た
も
の
が
最

も

多
数
で
あ
る
。
是
仁
は
底
の
尖
っ
た
不
安
定
な
形
さ
一
日
了
、
び
れ
て

小
い
平
底
を
な
し
て

ゐ
る
形
さ
の
ニ
種

類
が
あ
る
。
前
者
の
一
例
さ
し
て
口
径
一
尺
五
分
の
大
き
な
壷
は
、殆
ざ
全
形

を
復
原
す
る
に
近

い
破
片

を

存

し
て
居
た
。
(調
報
印
)
是
は
津
雲

貝
塚
小
児
人
骨
入
壷
、
日
向
高
千
穂
稜
見
出
品
な

ぜ
」
、
業
の

形
朕
大

さ
な
ざ

も
よ

く
似
て
居
る
。
或
は
一
種
の
棺
墨
色
2
2・P『
『

ZE)
ざ
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
土
器
形
式
で

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
此

の
外
国
形
の
小
さ
い
壷
で
或
は
短
い
頭
部
を
有
し
て
ゐ
る
も
の
(
瑚
川
崎
に
)
底
部
の
大

、き
く
扇
平

な
も
の
(全
壮
)

な

ざ

を

見

交

…
山
仲
静
是
に
は
殆
ざ
闘
筒
形
に
近
く
、
平
底
を

有

し

た

も

の

(
咽
一
判
明
)
の
外
仁
、
珍
ら
し
い

の
は
楕
固
形
の

底
部
を
有
し
た
も
の
で
あ
る
。

(市
城
崎
)
斯
の
如

き
楕
園

の

器

物

は

他

仁

多

く

其

の
例

を

見

な

い

も

の
で
あ
る

が
、
此
の
遺
跡
か
ら
は
他
に
殆
ざ
同
様

の
も

の
を

一
例
接
見
し
、
今
ま
鹿
児
島
牒
史
蹟
調
査
曾

の
識

じ
闘
し
て

れ
W

4

Q
F

一
英
他

豪
(
川
上
)
さ
思
は
れ
る
も
の
が
あ
る
。
此
の
器
牽
の
類
で
梢
々
形
の
大
き
く
、
凸
帯
を
緯
ら
し
た
完
好
の
遺
品
の

此

の
外

珍

ら

し

い

の

は

一

種

の
憂

附

壷

の

類

(
誠一時叩
)
で
、
是
は
丹
を

塗

っ
て
あ
る
。
又
た
小
い
器



一
は
吾
田
博
士
の
戒
品
仁
之
を
認
め
る
こ
さ
が
出
来
る
。
(
地
味
時
)

ヨ

装

飾

装

飾

仁

は

二

つ

φ
種
類
が
あ
る
.
一
は

凸

朕

帯

で

他

ば

幾

何

皐

的

紋

様
の

凹
刻
で

あ
る
。併

し

全

憶

さ
し
て
、
装
飾
の
適
用
は
此
の
遺
跡
の
土
器
に
於
い
て
、
甚
忙
簡
略
且
つ
稀
少
で
あ
る
さ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら

な
しイ

凸

版

帯

是

は

多

く

壷

類

の

肩

部

に

た

だ

一

傍

園

繰

せ

ら

れ

た

細

い

簡

輩

な

帯
で

あ
る
が
、
時

じ
は
之

に
押
座
、
切
刻
の
方
法
を
以
て
紐
縄
の
模
倣
を
企
て
た
も
の
が
あ
る
。
(
調
城
第
)
叉

た
特

に

注

意

す

可

き

は
、
此
の

帯
僚
が
或
る
部
位
じ
於
い
て
、
接
績
せ
令
し
て
結
縄
の
解
か
れ
た
南
端
を
現
は
さ
れ
て
ゐ
る
こ
さ
で
ゐ
る
。

終
日
叫
)
是
は
此
の
遺
跡
の
土
器
に
嫡
々
ざ

し
て

見
ら
れ
る
が
、
未
だ
他
の
遺
跡

に
於

い
て
見
た
こ

さ
は
な
く
・

指
宿
の
土
器
装
飾
法
の
一
特
徴
さ
云
っ
て
差
支
な
い
。
此
の
凸
帯
が
土
器
を
絡
縛
し
た
紐
細
か
ら
出
て
来
た

も
の
で
あ
る
こ
さ
は
、
今
夏
説
明
す
る
迄
も

あ
る

ま
い
。
叉
た
稿
々
太
く
平
た
い
凸
帯
を
繰
ら
し

た

も

の

が

あ

る
。
是
は
後
遺
の
紋
様
適
用
の
地
帯
ざ
し
て
役
立
っ
て
ゐ
る
。

ロ

凹

刻

紋

様

こ

れ

は

卒

た

い

凸

帯

の
上
に
刻
せ
ら
れ
、
皆
な
平
行
線
を
鋸
歯
紋
的
仁
並
列
し
た
方
式
じ

出
て
ゐ
る
。
併
し
其
の
並
行
線
の
敷
は
一
保
乃
至
十
数
僚
に
達
し
、
各
種
の
援
態
が
あ
る
。
叉
た
其
の
並
行
線
仁

よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
た
三
角
形
内
に
、
他
の
紋
様
を
入
れ
た
の
も
少
く
な
い
。
此
の
掃
入
紋
様
は

皆

な

固

弧

線

若
し
く
は
其
の
結
合
か
ら
成
り
立
っ
た
も
の
で
、
細
い
竹
軸
の
端
を
以
て
劃
せ
も
れ
た
様
仁
見

h
る
。
此
種
の

幾

何

事

的

紋

様

を

有

す

る

も

の

は

本

遺

跡

の

外

、大

隅

園

肝

属

郡

大

姶

良

村

横

山

に

於

い

て

接

見

せ

ら

れ

て

ゐ

h
。
(
鵬
五
)

A

塗

色

以

上

の

外

紅

殻

を

以

て

器

物

の

杢

韓

を

塗

っ
た
も
の
が

少
な
く
な
い
。
是
は
併
し
一

種

の

高

杯

薩
摩
携
宿
土
鋒
包
含
暦
調
査
報
告

三
九

一



下

屠

土

器

四。

及
壷
類
の
う
ち
、
特
じ
質
料
の
精
微
な
土
器
仁
限
ら
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。

我
々
は
此
の
遺
跡
の
捕
生
式
系
統
の
土
器
を
見
て
、
業
の
質
料
、
手
法
、
形
色
等
の
方
面
か
ら
、
確
に

二

つ
の
直

別
を
認
め
る
。
卸
も
一
は
精
細
な
粘
土
で
造
っ
た
優
美
な
形
式
を
有
し
、
精
練
の
手
法
を
以
て
成
っ
た
紅
塗
の

土
器
で
、
他
は
、
粗
末
な
砂
交
り
の
粘
土
を
以
て
作

R
稀
々
陶
質
を
帯
び
た
堅
い
土
器
で
.
形
式
は
稿
々
剛
健
に

出
来
、
手
法
も
精
巧
で
無
い
。
製
作
上
か
ら
見
て
、
前
者
は
後
者
よ
り
も
費
達
し
た
後
出
の
型
式
で
あ
る
が
、
此
の

南
者
は

一
ケ
虞
仁
於
い
て
伴
存
費
見
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
其
の
賓
年
代
は
指
宿
仁
於
い
て
は
、
必
し
も

相
距
っ
た
も
の
で
無
く
、
少
く
さ
も
或
る
時
期
仁
於
い
て
.
南
者
併
存
し
た
こ
さ
を
語
る
の
で
あ
る
。

T

【
詮
】
ハ
1
〉
尾
張
熱
田
貝
塚
後
見
繍
生
式
土
器
は
、
大
正
六
年
十
二
月
本
事
考

古
感
激
室
梅
原
米
治
君
の
調
査
に
情
撮
る
。

(
2
〉
日
肉
凶
宮
崎
郡
加
納
村
清
武
に
於
げ
る
繍
生
式
土
器
は
、
大
正
七

年
及
同
八
年
本
接
考
古
由
学
教
室
梅
原
末
治
君
並
に
余
曲
抵
の
調
査
に

掠
る
。

(

川
υ

)

木
製
考
古
曲
学
研
究
報
告
第
五
冊
「
備
中
岡
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝

塚
器
開
掘
削
判
血
回
参
照
。
(
聞
紙

一
て
及
二
四
。
〉
日
向
高
千
穂
安
見
の

壷
は
向
上
第
三
赤
、
繍
生
式
土
器
形
式
分
類
園
録
第
二
版
H
C
M

参

者。

(
4
)
大
隅
園
肝
属
郡
大
姶
頁
村
横
山
後
見
の
土
器
問
藤
田
徳
三
君
及
ぴ

瀬
ノ
ロ
傍
九
郎
君
よ
り
木
撃
に
寄
贈
に
係
る
も
の
、
及
ぴ
大
正
八

年
四
月
、
本
畢
助
手
島
田
貞
彦
君
の
調
査
に
擦
る
。

五
、
下

屠

土

器

〔
圃
版
第
三
三

i
第
三
四
〕

下
屠
か
ら
費
見
せ
ら
れ
た
土
器
の
大
部
分
は
、
紅
色
を
帯
び
、
砂
を
交
へ
た
組
霧
な
地
質
を
有
し
、
石
器
時
代

土
器
通
有
の
特
徴
を
具
へ
て
ゐ
る
。
其
の
紅
色
を
呈
し
て
ゐ
る
の
は
、
熱
し

K
火

山

灰

の

屠

中

仁

在

っ

て

養

化
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を
受
け
た
矯
め
で
あ
ろ
う
さ
思
は
れ
る
こ
さ
は
、
伊
豆
大
島
野
増
村
溶
岩
洗
下
の
石
器
時
代
土
器
仁
於
い
て

も
、
同
じ
現
象
を
認
め
る
の
を
以
て
類
推
す
る
こ
さ
が
出
来
か
。
元
来
は
他
の
遺
跡
じ
於
い
て
接
見
せ
ら
れ
る

土
器
さ
同
じ
様
仁
、
黒
褐
色
を
呈
し
た
も
の
で
あ
っ
た
じ
達
ひ
な
い
。
此
の
指
宿
費
見
の
も
の
仁
も
、
中
じ
は
多

少
黒
褐
色
の
も
の
が
存
在
し
て
ゐ
る
.

一
器
か
砂
卦
此
の
下
唐
土
器
の
器
物
さ
し
て
の
形
式
は
、
遺
品
が
全
部
小
さ
い
破
片
で
あ
る
か
ら
、
之
を
明

に
す
る
こ
さ
が
出
来
な
い
け
れ
ざ
も
、
恐
ら
く
は
口
部
の
大
き
〈
聞
い
た
草
純
な

壷
類
が
最
大
多
数
を
占
め

• 

て
居
っ
た
ら
し
い
。
口
綾
部
の
破
片
の
曲
線
や
、
胴
腹
部
の
大
き
な
破
片
か
ら
察
す
る
さ
、
口
径
一
尺
五
寸
に
近

く
、
高
さ
叉
た
之
さ
相
若
〈
も
の
さ
存
在
し
て
居
っ
た
さ
思
は
れ
る
が
、
傍
り
小
さ
い
器
物

の
破
片
さ
認
め
ら

れ
る
も
の
は
殆
ぜ
見
嘗
ら
な
い
。
而
し
て
葉
の
或
者
は
口
縁
部
に
太
い
凸
帯
を
繰
ら
し
(
晴
海
話

一一)
、
或
者
は
角

張

っ

て

尖
L

リ
或
者
は
更
に
大
き
な
突
角
形
を
呈
し
品
川
崎
一一

九
)
、
叉
た
其
の
突
角
の
上
に
切
目
を
施
し
、
捉
手
の

退
化
形
に
近
い
も
の
も
認
め
ら
れ
る
(
咽
吋
浅
い
一
)
。
此
等
は
貝
塚
式
土
器
仁
多
〈
見
る
所
の
特
徴
で
あ
る
。
純
粋
の

捉
手
は
た
だ

一
箇
、
(
瑚
同
議
)
長
方
形
の
板
般
の
上
仁
三
つ
の
透
孔
を
穿
も
、
直
線
の
紋
様
を
附
し
た
も
の

が
ゐ

っ
た
。
業
他
口
縁
部
は
多
く
素
縁
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
土
器
の
底
部
は

純
な
平
底
で
あ
る
。
(
醐
市
時

一一一)

コ
快
勝
素
紋
の
も
の
も
時
仁
は
存
在
す
る
け
れ
ざ
も
、
多
〈
は
曲
線
紋
様
を
附
し
て
あ
る
。
郎
も

二
僚
の
並

行
線
を
以
て
、
紐
縄
を
迂
曲
し
た
様
仁
、
或
は
目
線
仁
活
ふ
て
‘
稿
々
直
線
的
仁
通
用
し
.
或
は
渦
線
航
仁
、
或
は
巻

一
二
箇
費

見
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
車

表
的
に
各
部
分
じ
適
用
し
て
あ
る
こ
さ
.
亦
た
貝
塚
式
土
器
仁
見
る
所
の
法
式
に
一
致
し
て
ゐ
る
。
九
州
地
方

に
於
い
て
、
此

の
土
器
の
紋
様
に
近
い
も
の
は
目
向
藤
村
の
遺
跡
か
ら
接
見
し

た
も
の
に
認
め
ら
れ
れ
。
(
鵬
閤
)

薩
摩
揖
宿
土
器
包
含
暦
調
査
報
告

四



石

器

.&. 

貝

般

等

四

叉

た

此

の

紋

様

は

土

器

の

表

面

口

肩

部

に

主

ら

附

せ

ら

れ

て

ゐ

る

が

、

又

た

裏

面

仁

も

表

面

さ

相

臆

じ

て

口

縁
一
部
に
施
さ
れ
て
ゐ
る
こ
さ
が
多
い
。
此
の
場
合
に
は
‘
表
面
の
紋
撲
は
肩
部
の
装
飾
さ
し
て
、
精
々
大
形
の
組

織
を
有
し
て
ゐ
る
仁
反
し
て
、
裏
面
の
方
は
口
縁
部
の
装
飾
さ
し
て
限
ら
れ
、
小
形
の
細
い
模
様
で
、
紐
縄

の

小

さ
い
結
び
目
を
象
っ
た
紋
様
が
多
い
様
で
あ
る
。

斯
の
様
仁
裏
面
に
紋
様
を
附
す
る
こ
さ
は
、
外
部
か
ら
も
其
の
紋
様
を
見
る
こ
さ
の
出
来
る
口

の
開

い

た

鉢
類
に
多
い
こ
芭
は
自
然
の
勢
で
あ
っ
て
、
屡
々
我
が
石
器
時
代
の
土
器
に
於
い
て
見
ら
れ
る
・
の
で
あ
る
が
、

特

仁

此

の

裏

面

に

於

り

る

紋

様

の

適

用

は

指

宿

の

も

の

じ

於

い

て

著

し

い

ぜ

云

っ

て

宜

し

い

。

縄

席

紋

及

類

似

の

紋

様

は

此

の

遺

跡

の

土

器

に

太

だ

稀

で

あ

る

が

、

僅

仁

三

四

片

の

存

在

を

指

摘

す

る

こ

さ
が
出
来
る
。
是
は

。
『
聞
版
借
用
=
一
J

も
の
で
あ
る
{
四

1i) 一

つ

の

器

物

仁

麗

す

る

破

片

で

あ

っ

て

二

箇

の

並

行

曲

線

開

仁

一

種

の

席

紋

を

押

し

た

【

詮

】
(

1

)

伊
豆
大
島
溶
岩
沈
下
の
遺
跡
に
就
い
て
は
、
鳥
居
縫
厳
君
「
伊
豆

大
島
溶
岩
滅
下
の
石
器
時
代
遺
跡
」
(
東
京
人
類
接
合
雑
誌
第

一
七

血
管
第
百
九
十
四
時
蜘
)
参
照
。
私
も
亦
れ
明
治
三
十
丸
年
此
の
遺
跡
や

訪
ふ
て
土
器
献
骨
石
骸
等
や
獲
十
ぃ
。

〆‘、

、_./

織さ日
るが向

、園

大東
正諸
七懸
年郡
十綾
二 村
月大
賞字
査 北
し侠
t:の

4器
時 11
俊
調梅
探原
集 末
の治
土 君
器さ
1こ f1.

六
、
石

器

及

貝

殻

等

〔
圃
版
第
三
O
〕

石
器
は
我
々
の
費
掘
の
結
果
獲
た
も
の
じ
は
、
E
地
貼
の
上
層
約
四
尺
の
慮
か
ら
、
捕
生
式
土
器
さ
共
仁
一



箇
の
石
斧
を
得
た
の
さ
、
B
地

勃

で

同

じ

く

上

層

蒲

生

式

土

器

さ

共

に

一

箇

の
凹
み

石

を

脅

見

し
た

の
に
止

ま
る
。
下
層
土
器
さ

一
慮
に
、
或
は
其
の
屠
位
か
ら
は
終
に
石
器
仁
遭
遇
し
な
か
っ
た
。
併
し
之
に
よ
っ
て
、
上
層

土
器
の
所
有
者
も
、
石
器
を
使
用
し
て
ゐ
た
こ
さ
が
明
瞭
で
あ

る。

↓

子

炉

目

地

勤

接

見

の

も

の
は
、
分
銅
形
の
様
に
ク
ピ

V

の
あ

っ
て
、
一
方
の
大

き
な

粗

末

な

打

製

石

斧
で

あ
る
。
某
の
及
部
の
端
は
竿
ば
関
失
し
て
全
形
を
窺
ふ
こ
さ
が
出
来
な
レ
。
石
質
は
徴
密
質
の
安
山

岩
の

様
仁

見
わ
る
。
(
一
説
明
)

叉

た

此

の

遺

跡

の

一
地
黙
で
採
集
し
た
石
斧
の
破
片
一
箇
も
、
同
じ
石
質

で
分

銅

形

で

あ

る
。
(
明
ょ
)

二

凹

み

石

卵

固

形

仁

近

い

安

山

岩

を

以

て

作

h
.其
の

表

面

に
浅
い
凹
み
が

あ
る
。此

の
類
の

凹

み

石

は

他

の

地

黙

に

於

い

て

更

に

二

例

を

採

集

し

た
。(調味噌帰
)
叉
た
軽
石
製

の
固
石
一
筒
を
得

た
向
上
)
是
も
人
工
に
成

っ
た
も
の
さ
思
は
れ
る
。

以
上
の
外
此
の
遺
跡
か

ら
磨

製
の
石
斧
や
、
石
鍍
等
の
後
見
は
未
V
H
之

を

聞

か
な
い
。

三
貝
殻

B
地
貼
の
泥
流
磐
の
下
に
小
さ
い
貝
殻
を
認
め
た
外
、
巳
仁
遁
ぺ
た
様

に
G
地
貼
に
於
い
て
、
同
じ

く
泥
流
磐
の
下
に
、
精
々
多
く
の
貝
殻
の
存
在
す
る
の
を
見
立
。
此
等
の
貝
殻
は
、
黒
田
徳
米
君
の
鑑
定
を
煩
は

し
て
、
左
の
十
五
種
を
明
じ
す
る
こ
さ
が
出
来

た
。

ドー

4
2
c
v
c回
目
問
。
己
主
ロ
由
「
百
回
b

ニ

ジ

キ

ヲ

グ

bつ

声。ロ
C
門

H
O
P
E
-
P
ZO

]「
札
口
回
忌

イ
U
J
b
F

、
::: 、

三人2

。Eo
g白
け

O

B曲、

E
m
o『
ユ
ロ
】
戸
口
戸
(
可

)
Q
E包
仲
間

ヒ
メ
ク
ポ
グ
ヒ
(
?
)
破
片

tT-

げ
向
。
門
広
島
、
巴
V
W
E
P
H
h
ルロロ∞

ァ

?

ヲ

プ

、不

薩
摩
境
宿
土
器
包
含
層
調
査
報
告

四
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七
、
結

論

以

上

私

は

指

宿

村

遺

物

包

合

層

じ

於

げ

る

調

査

の

結

果

を

遮

ぺ

、

其

の

接

見

遺

物

に

就

い

て

記

載

し
た
が
、

此
の
遺
跡
は
火
山
の
噴
出
じ
よ
っ
て
、
其
の
火
山
双
の
中
に
埋
も
れ
.
泥
流
磐
下
仁
波
せ
ら
れ
た
「
先
史
時
代
の

ポ

ム

ベ

イ

或

は

サ

シ

ト

y

y
」
さ
も
名
づ
く
可
き
面
白
い
考
古
事
上
の
遺
跡
で
あ
っ
て
、
先
年
接
見
せ
ら
れ
た

伊

豆

大

島

野

増

村

の

溶

岩

流

下

の

遺

跡

さ

並

び

稀

す

可

き

も

の

で

あ

ろ

う

。

た

だ

其

の

場

所

は

大

島

の

様

仁

孤

島

の

海

岸

絶

壁

の

下

仁

あ

る

の

で

無

い

か

ら

、

戚

興

を

催

き

し

む

る

こ

さ

少

な

い
e

げ
れ
ざ
も
、
上

下

ニ

唐

仁

亘
っ
て
、
別
種
の
土
器
の
存
在
す
る
事
責
仁
至
つ
て
は
、
皐
術
的
に
最
も
興
味
の
あ
る
こ
さ
で
あ
っ

て、
大

島

遺

跡

じ

於

い

て

も

全

く

見

る

こ

さ

の

出

来

な

い

現

象

で

あ

る

。

地

表

下

十

尺

の

深

位

に

あ

る

貝

塚

式

土

器

を

残

し

た

石

器

時

代

の

人

民

は

.

そ

れ

で

は

何

時

頃

棲

息

し

て

居
っ
た
ち
の
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
之
を
火
山
灰
の
厚
さ
に
よ

っ
て

計

測

す

る

喝」
さ
は
出
来
無
い
。
噴
出
の
多

少
、
業
時
期
の
長
短
仁
よ
っ
て
非
常
の
差
遣
を
生

、ず
る
火
山
放
の
堆
積
は
、
何
等
年
代
の
尺
度
さ
は
な
ら
な
い
.

た

r他
地
方
に
於
け
る
遺
跡
か
ら
考
へ
て
、
此

の
十

尺

の

厚

い

火

山

茨

も

決

し

て

長

い

年

代

に

よ

っ
て

形

成

せ
ら
れ
た
も
の
で
無
〈
、
寧
ろ
短
い
時
期
じ
堆
積
せ
ら
れ
た
も

の

だ
考
へ
る
外
は
無
い
。
此
の

噴

火
じ
際
し
て
、

指

宿

の

石

器

時

代

人

民

は

如

何

な

る

悲

劇

的

結

果

を

招

い

た

か

。

遺

骨

な

ざ

の

援

見

が

無

い

か

ら

之

を

謹

す

る
こ
さ
が
出
来
な
い
が
、
此
の
大
噴
火
の
瞬
間
、天

地
晦
冥
の
う
も
仁
、
彼
等

の
'平
和
な
る
生
活
は
立
ろ
仁
、
カ
タ

ス

ト

ロ

ア

イ

仁

陥

り

或

は

海

岸

に

走

り

濁

木

舟

に

乗

っ

て

、

封

岸

大

隅

じ

遁

れ

よ

う

さ

試

み
た

も

の

も
あ
っ

わ
い
ろ
う
が
、
海
繍
の
鴻
仁
其
の
大
部
分
は
成
効
せ
十
、
宰
し
く
海
底
仁
葬
ら
れ
た
こ
さ
で
あ
ろ
う
。
隠
る
可
き
岩

薩
師
陣
揖
宿
土
器
包
含
暦
調
査
報
告

四
五



幸吉

論

間
六

蔭

山

麓

も

な

い

比

の

海

避

に

於

い

て

彼

等

は

恐

ら

〈

其

の

部

落

を

皐

げ

て

全

滅

に

蹄

し

た

ど

想

傑

せ

ら

れ

る
。
此
の
時
の
噴
火
は
主
ざ
し
て
鰻
池
を
噴
火
口
ざ
す
る
火
山

の
活

動

で

あ

っ

た

ろ

う。

併

し

此

の

悲

劇

の

済

ん

だ

後

、若
干
年
月
を
鰹
て
、
悲
惨
な
記
臆
の
消
ね
去

っ
た

後
ち
、
此

の
薩

南

の

楽

天

地

は

決

し

τ
無

人

の

地

ざ

し

て

は

残

ら

な

か

っ
た
。
或
は
竿
島

の
北
方
か
ら
.
或
は
劃
岸
の
大
隅
か

ら
、
新
仁
石
器

時

代

人

民

は

此

慮

に

移

住

し

来

っ

τ‘再
び

此

の
海
幸
山
幸
の
豊
な
る
指
宿
地
方
に
、
而
か
も
以
前

の

悲
劇

が

醸

さ

れ

た

其

の

遺

跡

の

上

に

l
l
何

者

丁

度

其

蕗

は

海

岸

に

近

い

適

常

な

住

地

で

あ

っ

た

か

ら
|

|

平

和

な

る

部

落

の

生

活

は

再

現

せ

ら

れ

た

。

此

の

新

し

い

石

器

時

代

の

人

民

の

残

し

た

遺

物

は

郎

ち

靖

生

式

系

統

の
土
器
で
あ
る
。

悲
劇
は
再
ぴ
繰
返
.
さ
れ
た
。鰻

池
火
山
の
爆
費
は
泥
読
を
流
し
、
彼
等
の
住
居
を
埋
め
て
、
其

の
上

に

堅

い

磐

暦
を
形
成
し
.
先
史
時
代
の
ヘ
ラ
ク
ラ
ネ
ク
ム
を
作
ろ
う
ご
し
た
。併

し

此

の

時

の

噴

火
は
、
以
前

の

そ

れ

よ
り

も

恐

ら

〈

短

い

時

期

で

あ

り

、

或

は

人

民

も

其

の

生

命

の

危

険

か

ら

遁

げ

お

ほ

し

た

か

も

知

れ

な

い
。而

し

て

泥

流

磐

の

上

に

形

成

ぜ

ら

れ

士

火

山

灰

の
暦
は
、
更
に
此
の
時
以
後
に
於
け
る
噴
火
に
よ
っ

τ
出

来

た

も

の

さ
想
傑
せ
ら
れ
る
。
コ
一
代
貫
録
に
見
ね
た
彼
の

貞

観

十

六

年

に

於

け

る

開

開
識

の

噴

火

仁

よ

る

降

双

其

者

に

よ
っ
て
、
此

の

屠

の
全
部
が
出
来
た
も
の
で
無
い
に
し
て
も
、
其

の

幾

分
か
は
、
疑
も
無
く
此
の
歴
史
以
後
の
火

山

作

用

に

よ

っ

て

加

へ

ら

れ

た

も

の

さ

見

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

而

し

て

薩

南

竿

島

は

今

な

ほ

卒

和

な

る

漁

村
に
よ
っ
て
人
民
の
棲
息
地
ざ
な
り
、
温
泉
潜
場
ざ
な
っ
て
ゐ
る
こ
さ
は
、
此
の
有
史
以
前
か
ら
の
経
過
を
繰

返
へ
し
て
ゐ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

併

し

我

々

は

葱

に

重

要

な

る

問

題

仁

逢

着

す

る

。

そ

れ

は

此

の

下

層

の

貝

塚

式

土

器

を

作

っ

た

古

い
石
器



.
時
代
の
人
民
ぜ
、
上
層
の
摘
生
式
土
器
を
残
し
た
人
民
ぜ
の
関
係
で
あ
る
。
人
骨
の
接
見
の
無
い
此
の
遺
跡
に

於
て
、
我
々
は
考
古
事
的
資
料
じ
よ
っ
て
論
十
る
外
は
無
い
。
葉
の
土
器
の
紋
様
製
作
の
相

違

仁

よ
っ
て
、
直
仁

南
者
を
別
人
種
仁
麗
す
ゐ
も
の
ざ
す
れ
ば
、
そ
れ
は
最
も
ナ
イ

1
グ
な
説
明
で
あ
る
。
我
々
は
此

の

解

稗

を

全

然
不
可
能
で
あ
る
さ
云
ふ
の
で
は
無
い
が
、
他
の
諸
遺
跡
の
事
買
を
も
併
せ
考
へ
て
、
此

の
雨

人

民

は

決

し

て

人

種

的

に

無

関

係

の

も

の

で

あ

る

さ

は

見

る

こ

さ

が

出

来

な

い

。新

来

の

石

器

時

代

人

民

郎

も

蒲

生

式

土

器

の

製

作

者

は

、

失

張

り

大

健

仁

於

い

て

前

代

の

石

器

時

代

人

民

の

後

背

で

あ

っ
て
、ぞ

れ

に

多

少

の
新

し

レ

要

素
を
混
和
し
た
じ
せ
よ
、
決
し
て
別
人
種
さ
見
る
可
き
も
の
で

は
無
く
、
た

r文
化

の
黙

に

於

い

て

新

し

い

も

の
を
加
へ
、
或
る
程
度
の
進
歩
襲
化
を
生
じ
た
も
の
に
過
ぎ
無
か
っ
た
さ
想
像
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
進
歩
愛

化
を
生
じ
た
文
化
を
有
し
た
、
人
民
は
既
仁
新
仁
捕
生
式
風

の
土

器

を

作

h
ノ、曲
線
的
模
様
の
代
り
に
‘
直
線
的

紋

様

を

使

用

し

た

さ

解

轄

す

る

の

で

あ

る

。此

の

雨

人

民

の

棲

息

時

代

の

距

離

が

般

へ

数

百

年

あ

つ
犯
さ
し
・

業

の

閉

じ

人

種

的

入

れ

替

り

が
行

は

れ

る
こ

さ

を

想

像

す

る
こ

さ
が
出
来
る
な
ら
ば
、
夏
じ
簡
車

に
同

人

種

聞

に

於

け

る

文

化

の

餐

遁

を

推

測

す

る

こ

さ

が
出

来

る
。
又
た
更

に
短

い
年

代

の

距

糊

を

考

へ
る
な
ら

ば
、
愈

々
盆
々
人
種
の
入
れ
替
り
の
困
難
さ
反
比
例
に
、
文
化

の

議

運

を

以

て

解

蒋

す

可

き

必

要

の

度

を

増

す

の

で

あ
る
。
在
は
人
種
の
賓
質
の
時
々
刻
々
麗
遷
し

っ
、
あ
る

こ
さ

を

一
方
仁
認
め

る
さ

共
に
、
他
方
仁
於
い
て
は

前

住

人

民

の
血

液

の

長

く

後

住

人

民

閉

じ

遺

存

す

る

こ

さ

を

高

唱
し
度
い
。
砲
は
現
代
日
本
民
族

の
大

本

を

作
っ
た
「
原
日
本
人
」
は
日
本
因
士
仁
於
い
て
其
の
新
石
器
時
代
を
経
過
し
た
も
の
で
あ
り
、
捕
生
式

土

器

を

伴

出

す

る

石

器

時

代

の

遺

跡

は

葉

の

後

期

の

も

の

で

あ

り

、
員
塚
式

土

器

を

件

出

す

る

も

の
は
、
其
の
前

期

の

も

の

で

あ

る

こ

さ

を

信

令

る

。前

期

の

時

代

に

於

い

て

ア

イ

ヌ

的

髄

質

の

な

ほ

著

し

か

っ

た

こ

さ

を

認

め
る
さ

産
融
康
揖
宿
土
器
包
含
暦
調
査
報
告

四
七
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同
時
に
・
後
期
の
石
器
時
代
が
そ
れ
さ
全
く
か
け
離
れ
た
人
種
の
残
し
た
も
の
ざ
す
る
こ
さ
は
出
来
な
い
。
若

し
夫
れ
「
隼
人
」
「
熊
襲
」
な
ざ
芭
云
ふ
名
稗
は
此
の
指
宿
遺
跡
の
遺
物
仁
於
い
て
、
上
層
土
器
の
所
有
者
に
奥
ふ
可

き
か
、
勝
記
下
屠
土
器
の
そ
れ
じ
附
す
可
き
か
、
ぞ
れ
は
大
腸
な
る
歴
史
家
に
任
せ
て
置
か

う
。


